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2025年4月5日

　　　　　    よこやまさん に聞く！賃金調査部長

勤務間インターバル
制度って何なの？
　春闘交渉において、市職の重点要求として回答を得
た長時間労働対策のうち、「勤務間インターバル確保」
について解説します。

自治労の

政策要求を

実現しよう！

とともに

自治労は、第 27 回参議院選挙の
全国比例区に「岸まきこ」現参議
院議員の擁立を決定しました。

岸まきこ
参議院議員
（自治労組織内議員）

≪勤務間インターバル制度の具体例≫

　勤務間インターバルとは、勤務の終了から次の勤務の開始までの間に一定時
間以上の休息時間を確保する仕組みです。本市では、勤務間インターバルを「11
時間」確保するよう努めることとなっています。具体例として、以下の図のよ
うに翌日の勤務開始が８時 45 分である場合、所属長は 21 時 45 分以降、時
間外勤務を命じないように努める必要があります。

長
時
間
労
働
対
策
な
ど
６
項
目
で
回
答

市
職
独
自
要
求
で
職
員
部
と
交
渉

　
市
職
は
３
月
25
日
に
職
員
部
と
交
渉
を
行
い
、昨
年
11
月
１
日
に
市
長
宛
て
に
提
出
し
て
い
た「
２
０

２
４
年
独
自
要
求
」
に
対
す
る
回
答
を
受
け
た
。
市
職
の
重
点
要
求
項
目
を
市
労
連
・
二
者
共
闘
会
議

に
意
見
反
映
し
な
が
ら
交
渉
・
取
り
組
み
を
進
め
た
結
果
、
昨
年
の
年
末
確
定
交
渉
や
春
闘
交
渉
に
お

い
て
、
前
進
回
答
を
引
き
出
し
た
項
目
も
多
く
あ
る
。
今
回
の
交
渉
で
は
、
市
職
に
対
し
て
も
改
善
項

目
に
つ
い
て
改
め
て
回
答
が
示
さ
れ
た
。

　
市
職
が
求
め
た
多
岐
に
わ
た
る

項
目
の
う
ち
、
基
本
賃
金
、
長
時

間
労
働
対
策
、
休
暇
制
度
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
勤
務
条
件
、
職
員
の

人
材
確
保
の
６
項
目
に
つ
い
て
回

答
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
長

時
間
労
働
対
策
に
つ
い
て
職
員
部

長
は
、
勤
務
終
了
か
ら
次
の
勤
務

開
始
ま
で
11
時
間
の
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
を
確
保
す
る
こ
と
を
努

力
義
務
と
す
る
と
回
答
。
ま
た
、

市
職
が
強
く
求
め
た
賃
金
不
払
い

残
業
の
防
止
を
目
的
と
し
た
ツ
ー

ル
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
客
観
的

な
記
録
に
よ
る
勤
怠
管
理
を
行
い

や
す
く
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
の

ロ
グ
を
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
に
連

携
さ
せ
る
た
め
の
改
修
を
検
討
す

る
と
し
た
。

　
休
暇
制
度
で
は
子
の
看
護
等
休

暇
に
つ
い
て
、
市
職
か
ら
の
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
、
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
を

中
学
生
ま
で
拡
大
す
る
と
回
答
。

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
さ

ら
に
進
め
る
と
し
た
。

04月10日（木）第 10回執行委員会
04月12日（土）2025年度反核平和の火リレー第 37回全道総会
04月17日（木）第11回執行委員会・第７回支部代表者合同会議
04月18日（金）市職人員確保要求交渉
04月24日（木）第３回組織強化委員会
05月01日（木）第 96回全道メーデー大会

くみあいの動きUnion Schedule

 ４月・５月は組合加入強化月間
　皆さんの加入で
　より良い職場に
していきましょう！

8：45 17：15

正規の勤務時間 時間外
勤務時間 正規の勤務時間

11時間以上あける

≪制度導入によって見込まれる効果≫

　長時間労働が続くと、脳・心臓疾患の発症リスクが高まると言われています。
制度導入によって十分な休息時間を確保することができ、健康の維持・増進に
つながります。また、余暇時間が増えることでワークライフバランスの充実も
期待できます。

　勤務間インターバルを十分に確保するためには、「時間外勤務の縮減」に
向けた取り組みがますます重要になります。所属長によるマネジメントの徹
底はもちろんのこと、勤務間インターバル確保を前提とした人員の確保も重
要となってきます。引き続き、市職は長時間労働対策として、より実効性の
ある取り組みを求めていきます。

まとめ 時間外勤務の縮減をめざす

＜勤務間インターバル制度のイメージ図＞

❶３月25日に行われた市職独自要求の
回答交渉（左側が市職の交渉団）❷回答
を示す保木職員部長❸回答に対し見解
を述べる太田委員長

❶

❸ ❷

め
た
結
果
と
理
解
す
る
」
と
見
解

を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、「
改
善
に

向
け
て
引
き
続
き
協
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
特
に
窓
口
の
受
付
時
間
短

縮
は
組
合
員
の
切
実
な
要
求
だ
。

　
回
答
に
つ
い
て
太
田
委
員
長
は

「
市
労
連
・
二
者
共
闘
会
議
に
対

す
る
回
答
と
重
な
る
点
は
多
い
が

賃
金
不
払
い
残
業
防
止
の
取
り
組

み
や
子
の
看
護
等
休
暇
の
改
善
な

ど
、
市
職
の
要
求
を
重
く
受
け
止

市
職
の
要
求
に
対
し
、
引
き
続
き

誠
実
な
対
応
を
お
願
い
す
る
」
と

要
請
し
、
交
渉
を
終
え
た
。

改
善
す
べ
き
多
く
の
課
題
へ

誠
実
な
対
応
・
協
議
を
要
請

終業時間 始業時間

21：45 8：45

　
「
ご
飯
も
う
一
杯
」、
久
々
に

ト
ン
カ
ツ
屋
に
行
っ
て
、
お
か

わ
り
を
し
た
。
こ
の
ご
時
世
、

ご
飯
の
食
べ
放
題
は
あ
り
が
た

い
。
な
ん
せ
今
は
令
和
の
「
米

騒
動
」
で
あ
る
。「
ゆ
め
ぴ
り

か
」
が
５
キ
ロ
４
千
円
超
え
と

１
年
前
の
２
倍
だ
▼
農
水
省
は

「
ど
こ
か
で
米
の
買
い
占
め
が

あ
る
」と
の
陰
謀
論
を
展
開
し
、

３
月
に
備
蓄
米
15
万
ト
ン
を
放

出
。
買
い
占
め
た
米
が
す
ぐ
市

場
に
出
回
っ
て
値
崩
れ
す
る
と

し
て
い
た
が
、
一
向
に
下
が
る

気
配
が
な
い
▼
政
府
は
、
70
年

代
か
ら
米
価
の
下
落
を
防
ぐ
た

め
の
減
反
政
策
を
行
い
、
制
度

廃
止
後
も
転
作
農
家
に
補
助
金

を
出
し
、
米
の
生
産
を
絞
っ
て

き
た
。
だ
か
ら
農
水
省
は
米
不

足
を
認
め
ず
、
米
価
高
騰
も
他

人
の
せ
い
に
し
て
本
気
で
価
格

を
下
げ
る
つ
も
り
が
な
い
。
ま

ず
は
、
減
反
政
策
の
失
敗
を
見

直
し
、
将
来
が
見
え
な
い
農
家

へ
の
農
業
基
盤
の
立
て
直
し
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

世
界
に
誇
れ
る
米
を
、
も
っ
と

輸
出
で
き
る
ほ
ど
生
産
す
れ
ば

米
価
も
安
定
し
、
万
一
の
米
不

足
に
も
対
応
で
き
る
は
ず
だ
▼

さ
て
、も
う
一
つ
の
「
米
騒
動
」

が
あ
る
。
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
関

税
だ
。
日
本
に
も
車
を
中
心
に

大
幅
な
関
税
措
置
を
取
る
と
息

ま
い
て
い
る
。
い
ず
れ
の
「
米

騒
動
」
も
、
今
後
の
日
本
経
済

の
行
く
先
が
気
が
気
で
な
い
。
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春
先
に
芽
吹
く
山
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、

冬
の
間
に
た
ま
っ
た
余
分
な
脂
肪
や
老
廃
物

が
デ
ト
ッ
ク
ス
さ
れ
る
こ
と
は
、
昔
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
山
菜
に
含
ま
れ
る

苦
み
成
分
が
腎
臓
の
機
能
を
高
め
、
新
陳
代

謝
を
活
性
化
す
る
た
め
で
す
。
春
先
に
旬
の

山
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
、
理
に
か
な
っ
た
健

康
習
慣
と
言
え
ま
す
。　

　
数
年
前
、
日
本
原
産
の
「
フ
キ
ノ
ト
ウ
」

か
ら
、
癌
の
増
殖
・
転
移
を
強
く
抑
制
す
る

物
質
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
の

平
島
一
輝
特
任
助
教
、
赤
尾
幸
博
特
任
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
シ
ー
シ
ー
ア
イ
な

ど
と
の
共
同
研
究
で
、
天
ぷ
ら
な
ど
の
和
食

に
使
わ
れ
る
日
本
原
産
植
物
フ
キ
ノ
ト
ウ
に

多
く
含
ま
れ
る
「
ペ
タ
シ
ン
」
が
、
癌
の
増

殖
と
転
移
を
強
く
抑
制
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
タ
シ
ン
は
癌
細
胞

特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
阻
害
す
る
こ
と

で
、
正
常
組
織
へ
の
副
作
用
を
抑
え
つ
つ
抗

が
ん
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
は
年
々
癌
患
者
が
増
加
し
て
お
り

こ
の
発
見
に
よ
り
、
副
作
用
の
少
な
い
革
新

的
な
抗
癌
・
転
移
阻
害

薬
の
開
発
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

旬
の
山
菜
は
天
の
恵
み
？

旬
の
山
菜
は
天
の
恵
み
？　

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
、
天
ぷ
ら
の
ほ
か
、
お
味

噌
汁
や
油
炒
め
な
ど
、
日
本
の
食
卓
に
よ
く

並
ぶ
身
近
な
食
材
で
す
。
こ
れ
か
ら
フ
キ

ノ
ト
ウ
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
春
の
香
り
を

楽
し
み
な
が
ら
味
わ
っ
て
み
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
パ
ウ
ダ
ー
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
試
し
て
み
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

　
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
癌
予
防
に
は
生
活

習
慣
の
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

❶
質
の
良
い
睡
眠

❷
規
則
正
し
い
食
生
活

❸
適
度
な
運
動

❹
体
を
し
っ
か
り
温
め
る

❺
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　
こ
れ
ら
を
日
常
生
活
で
意
識
す
る
こ
と
が

健
康
な
体
を
保
つ
た
め
の
基
本
で
す
。

神 

誉
正
（
じ
ん
・
た
か
ま
さ
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル 

オ
ム
ロ
パ
代
表

U
RL  http://w

w
w

.om
lopp.jp

じ
ん
タ
マ
　

じ
ん
タ
マ
　
のの

健
康
ト
ラ

健
康
ト
ラ
のの
巻巻

生生
先先

のの
巻巻

※「オムロパ」は 
　スウェーデン
　語で「循環」の
　意味です。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

130130

は
、
そ
れ
に
資
す
る
人
事
施
策
と

し
て
、
①
本
市
全
体
の
め
ざ
す
べ

き
方
向
性
を
意
識
し
、
自
身
の
業

務
意
識
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
管
理
職
に
よ
る
組
織
目
標

の
設
定
と
共
有
化
の
取
り
組
み
、

②
納
得
感
が
得
ら
れ
る
透
明
性
の

高
い
人
事
評
価
制
度
の
構
築
に
向

け
た
検
討
―
な
ど
を
進
め
る
と
回

答
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
で
は
、

「
異
動
希
望
の
選
択
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
と
し
て
、
庁
内
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
し
た
。
職
員

が
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
る
」
と
答
え
た
。

　
東
ユ
ー
ス
部
長
は
、
当
局
か
ら

今
後
に
つ
な
が
る
内
容
が
示
さ
れ

た
と
し
て
、
「
現
時
点
で
の
一
定

の
回
答
と
受
け
止
め
る
」
と
述
べ

た
。
そ
の
上
で
、
長
引
く
物
価
高

騰
の
影
響
で
若
年
層
の
生
活
が
厳

し
い
現
状
を
指
摘
し
、
さ
ら
な
る

賃
上
げ
の
重
要
性
を
強
調
。
ま
た

若
年
層
の
退
職
が
続
い
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
離
職
防
止
に
対
す

る
よ
り
一
層
の
対
応
を
求
め
た
。

　
交
渉
で
中
村
勤
労
課
長
は
「
初

任
給
引
き
上
げ
を
含
む
賃
金
水
準

の
改
善
に
つ
い
て
、
昨
年
の
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
若
年
層
に

重
点
を
置
い
て
改
定
し
た
。
今
後

も
人
事
委
員
会
勧
告
を
尊
重
し
組

合
と
協
議
す
る
」
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
、
若
年
層
の
離
職
対
策
で

❶３月27日に行われたユース
部独自要求の回答交渉（左側が
ユース部交渉団）❷回答を示す
中村勤労課長❸回答に対し見解
を述べる東ユース部長

　
市
職
ユ
ー
ス
部
は
３
月
27
日
、
職
員
部
勤
労
課
と
交
渉
を
行
い
、
昨
年
９
月
に
提

出
し
て
い
た
独
自
要
求
に
対
す
る
回
答
を
受
け
た
。
ユ
ー
ス
部
は
、
当
局
か
ら
若
年

層
の
賃
金
や
離
職
防
止
策
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
で
今
後
に
つ
な
が
る
内
容
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
一
定
の
回
答
と
受
け
止
め
た
。
そ
の
上
で
、
若
年

層
の
離
職
が
多
い
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
対
応
を
要
請
し
交
渉
を
終
え
た
。

❶

❸ ❷

離
職
防
止
へ
さ
ら
な
る
対
応
を

独
自
要
求
回
答
交
渉
を
実
施

ユ
ー
ス
部

「
春
季
要
求
」で
大
臣
ら
と
回
答
交
渉

上部組織の動き

人
事
院
や
政
府
の
基
本
姿
勢
を
確
認

　
市
職
連
の
産
別
組
織
で
あ
る
自

治
労
が
加
盟
す
る
公
務
労
協
公
務

員
連
絡
会
は
、
３
月
18
日
に
川
本

人
事
院
総
裁
、
24
日
に
平
国
家
公

務
員
制
度
担
当
大
臣
と
交
渉
を
行

い
、
２
０
２
５
春
季
要
求
に
対
す

る
回
答
を
受
け
た
。

　
人
事
院
総
裁
は
、
①
情
勢
適
応

の
原
則
に
基
づ
き
、
必
要
な
勧
告

を
行
う
、
②
超
過
勤
務
の
縮
減
に

向
け
て
各
省
庁
へ
適
切
な
指
導
を

行
う
―
な
ど
と
回
答
し
た
。

　
国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
は

①
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
２
０

２
５
賃
金
に
つ
い
て
方
針
を
決
定

す
る
、
②
非
常
勤
職
員
の
適
正
な

処
遇
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
る
―
な
ど
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
回
答
を
受
け
公
務
員

連
絡
会
は
、
人
事
院
勧
告
を
基
本

と
す
る
姿
勢
を
確
認
で
き
た
こ
と

な
ど
、
春
の
段
階
に
お
け
る
一
定

の
回
答
と
受
け
止
め
、
人
事
院
お

よ
び
政
府
と
の
交
渉
を
終
え
た
。

　
ま
た
、
同
25
日
に
は
公
務
労
協

地
方
公
務
員
部
会
と
総
務
省
の
小

池
公
務
員
部
長
と
の
交
渉
が
行
わ

れ
た
。
公
務
員
部
長
は
地
方
公
務

員
部
会
の
春
季
要
求
に
対
し
、
①

　
　
　

■
公
務
労
協
、
公
務
員
連
絡
会
、
地
方
公
務
員
部
会
と
は

　
　
　
　
公
務
労
協
の
正
式
名
称
は
「
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
協
議
会
」。
連

合
に
加
盟
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
関
連
10
産
別
で
構
成
さ
れ
、
全
国
的
な
連
携
組
織
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
公
務
員
連
絡
会
と
地
方
公
務
員
部
会
は
公
務
労
協
の
下
部
機
関

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
適
切
な

給
与
決
定
が
重
要
な
た
め
、
引
き

続
き
必
要
な
助
言
を
行
う
、
②
時

間
外
勤
務
縮
減
へ
の
必
要
な
支
援

を
行
う
―
な
ど
と
答
え
た
。

　
地
方
公
務
員
部
会
は
、
国
会
で

の
税
制
見
直
し
協
議
に
触
れ
、
地

方
財
政
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
国

の
責
任
で
確
実
に
財
源
確
保
を
す

る
よ
う
要
請
し
交
渉
を
終
え
た
。

別
（
３
０
０
人
未
満
・
３
０
０
人

以
上
）
で
見
て
も
、
い
ず
れ
も
昨

年
の
加
重
平
均
妥
結
額
を
上
回
る

状
況
だ
。

　
連
合
石
狩
地
域
協
議
会
は
、
４

月
下
旬
に
「
石
狩
地
域
地
場
未
解

決
組
合
『
解
決
促
進
集
会
』」
を

開
催
す
る
予
定
で
、
今
次
春
闘
の

勝
利
に
向
け
て
粘
り
強
い
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　
民
間
の
各
組
合
が
進
め
て
い
る

２
０
２
５
春
闘
の
賃
金
交
渉
が
順

次
妥
結
に
至
っ
て
い
る
。
連
合
北

海
道
が
３
月
21
日
時
点
で
取
り
ま

と
め
た
集
計
に
よ
る
と
、
道
内
47

組
合
の
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
額

は
、
加
重
平
均
で
１
万
４
８
４
３

円
と
高
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

昨
年
比
で
２
２
１
５
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
規
模

昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
状
況

連
合
北
海
道 

３
月
21
日
時
点
の
集
計

❶３月18日、人事
院総裁との交渉に
臨む公務員連絡会
の交渉団❷回答す
る川本人事院総裁

❶

❷

2025春闘

組合規模 集計
組合数

対象組合
人数

加重平均
妥結額※ 昨年比

300人未満 30組合 2,507人 11,601円
（4.91％）

3,511円増
（1.38％増）

300人以上 17組合 19,250人 15,222円
（5.41％）

2,235円増
（0.69％増）

計 47組合 21,757人 14,843円
（5.36％）

2,215円増
（0.72％増）

【組合規模別賃上げ状況　2025年３月21日時点】

※加重平均妥結額は定期昇給分とベースアップ分を合わせた金額
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2025年4月15・25日

04月17日（木）第11回執行委員会・第７回支部代表者合同会議
04月18日（金）2026人員確保要求交渉
04月23日（水）石狩地域地場未解決組合「解決促進集会」
04月24日（木）第３回組織強化委員会
04月26日（土）39年目のチェルノブイリデー市民集会
05月01日（木）第 96回全道メーデー大会

くみあいの動きUnion Schedule

組
合
代
表
者
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

　
市
職
が
編
集
お
よ
び
出
版
す
る

「
わ
た
し
た
ち
の
賃
金
と
権
利
」

の
２
０
２
５
年
度
版
が
完
成
し
ま

し
た
。
例
年
４
月
に
発
刊
し
て
い

手
当
、
退
職
金
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
務

時
間
や
休
暇
制
度
、
公
務
災
害
、

健
康
管
理
な
ど
、
私
た
ち
が
働
く

上
で
必
須
の
知
識
を
網
羅
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
手
元
に
置
い
て

私
た
ち
の
労
働
の
対
価
で
あ
る
賃

金
体
系
の
理
解
や
、
休
暇
取
得
な

ど
の
際
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
獲

得
し
て
き
た
権
利
や
制
度
を
活
用

し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
わ
た
し
た
ち
の
賃
金
と
権

利
」
の
内
容
や
賃
金
・
休
暇
制
度

な
ど
の
労
働
条
件
全
般
に
つ
い
て

は
、
市
職
賃
金
調
査
部
（
２
１
１

・
３
３
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

る
も
の
で
、
組
合
員
の
方
限
定
で

配
付
し
ま
す
。

　
本
誌
で
は
、
前
年
度
の
交
渉
結

果
に
よ
る
制
度
改
正
な
ど
を
は
じ

め
昇
給
・
昇
格
の
仕
組
み
や
、
諸

組合員限定で配
付します！

２
０
２
５
年
度
版
　 
わ
た
し
た
ち
の
賃
金
と
権
利
　
　 
自
治
労
札
幌
市
役
所
職
員
組
合
　

自
治
労
札
幌
市
役
所

職
員
組
合
連
合
会

  

執
行
委
員
長

太
田
淳
一

 (

総
・
共
済
担
当
課
）

市職連は、札幌市役所と公共サービス職場で
働く仲間の労働組合です!

よよ うう ここ そそ 市市 職職 連連 へへ

皆
さ
ん
の
加
入
が
大
き
な
力
に

皆
さ
ん
の
加
入
が
大
き
な
力
に

４
月・５
月
は
組
合
加
入
強
化
月
間

４
月・５
月
は
組
合
加
入
強
化
月
間

　
こ
の
春
採
用
さ
れ
た
職
員
・
社

員
の
皆
さ
ん
、
入
庁
・
入
社
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
札
幌
市
の
行
政
や
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
、
と

も
に
働
く
仲
間
と
し
て
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
札
幌

市
役
所
職
員
組
合
連
合
会
（
市
職

連
）
も
、
心
か
ら
皆
さ
ん
を
歓
迎

し
ま
す
。

　
市
の
部
署
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

職
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ

り
ま
す
。
新
社
会
人
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
転
職
経
験
の
あ
る
方
も
、

配
属
さ
れ
た
職
場
に
期
待
と
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
ど
こ
の
職
場
で
も
、
ど
ん
な

業
務
で
も
、
必
ず
ど
こ
か
で
市
民

の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
日
々
の
仕

事
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
市
職
連
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

賃
金
や
休
暇
制
度
、
職
場
環
境
の

改
善
や
人
員
確
保
な
ど
、
皆
さ
ん

に
代
わ
っ
て
経
営
当
局
と
交
渉
・

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
が

多
い
ほ
ど
交
渉
の
説
得
力
が
増
し

ま
す
し
、
そ
し
て
何
よ
り
、
皆
さ

ん
自
身
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事

を
進
め
て
い
く
上
で
、
職
場
の
垣

根
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
は
、

と
て
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
市
職
連
の
仲
間
に
な
っ
て
、

人
脈
と
い
う
財
産
を
築
き
な
が
ら

職
場
全
体
を
と
も
に
良
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

賃
金
の
こ
と

　
休
暇
の
こ
と

　
　　
や
さ
し
く
解
説

や
さ
し
く
解
説

組織内議員の役割とは？
　職場で感じる悩みや課題の全てが、職場内だけ
で解決できるとは限りません。制度や法律、予算
に関わる場合などは政治の力が必要になります。
　そこで重要な役割を果たしているのが、私たち
と同じ立場で働いてきた、岸まきこ参議院議員の
ような「組織内議員」です。組織内議員は、議会
での発言や活動を通じて、現場の声を直接政策に
反映させるために取り組んでいます。

自治労の
政策要求を
実現しよう！

とともに

自治労は、第 27 回参議院選挙の
全国比例区に「岸まきこ」現参議
院議員の擁立を決定しました。

岸まきこ
参議院議員
（自治労組織内議員）

▲写真は昨年の新入組合員歓迎パーティー＝市職連の太田委員長、
　秋元市長、町田前副市長とともに、参加した新入組合員で撮影

新入組合員新入組合員さんさん
無料ご招待！無料ご招待！

　
市
職
連
は
今
年
も
、
ユ
ー
ス
部
の
企

画
に
よ
り
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で
「
新
入

組
合
員
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し

新
た
に
組
合
員
と
な
っ
た
方
を
歓
迎
し

ま
す
。
同
期
の
仲
間
や

先
輩
た
ち
と
交
流
で
き

る
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

で
す
。
ぜ
ひ
、
組
合
に

加
入
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

５月1日「メーデー」の日は
組合事務所を閉鎖しますお知らせお知らせ

■第96回全道メーデー大会開催日の５月１日は
組合事務所の書記局（市役所本庁舎 14階）を閉鎖
させていただきます。

町
田
前
副
市
長

秋
元
市
長

　
４
月
に
入
り
、
通
勤
途
中
に

行
き
交
う
人
や
い
つ
も
の
地
下

鉄
に
乗
り
合
わ
せ
る
顔
ぶ
れ
に

変
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
春
に
卒

業
・
就
職
し
た
新
社
会
人
に
加

え
、
転
勤
や
転
職
、
人
事
異
動

で
勤
務
先
が
変
わ
っ
た
人
も
多

い
季
節
だ
。
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
人
た
ち
に
大
き
な
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
▼
今
年
の
春
闘

で
、
連
合
は
５
％
超
の
賃
上
げ

と
い
う
中
間
集
計
を
発
表
。
新

入
社
員
の
初
任
給
が
30
万
円
を

超
え
た
と
い
う
企
業
の
ニ
ュ
ー

ス
も
聞
く
。
人
勧
制
度
を
前
提

に
賃
金
が
決
ま
る
公
務
員
は
、

定
期
昇
給
分
の
増
額
は
あ
る
も

の
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
の
確
保

は
秋
の
賃
金
確
定
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
▼
だ
が
、
食
品

な
ど
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
は

待
っ
て
く
れ
な
い
。
主
食
の
コ

メ
価
格
は
１
年
足
ら
ず
で
ほ
ぼ

２
倍
と
な
り
、
４
月
か
ら
飲
食

店
の
メ
ニ
ュ
ー
も
軒
並
み
値
上

げ
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
Ｊ
Ｒ

の
運
賃
も
上
が
り
、
外
出
も
外

食
も
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か

り
で
気
が
滅
入
る
▼
名
目
賃
金

は
上
が
っ
て
も
物
価
上
昇
と
の

比
較
を
表
す
実
質
賃
金
は
下
が

っ
て
い
る
の
が
実
感
だ
。
春
は

ウ
キ
ウ
キ
し
た
気
分
に
な
り
た

い
も
の
だ
が
、
現
実
は
そ
う
甘

く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
働
く
人

が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
と

労
働
条
件
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

太
田
委
員
長
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　私たちの賃金・労働条件が使用者（当局）
の都合だけで一方的に決められてしまうこ
となど、働く者が不利益を被ることのない
よう、組合は日頃からさまざまな活動を行
っています。

　業務量やその内容に応じた適
正な人員配置が必要です。しか
し、慢性的な人手不足に悩む職
場も少なくありません。そこで
組合では、現場の声を集めて不
足している人数を把握し、職員
定数の増加や新規採用枠の拡大
を当局に要望しています。

業務に見合った
人員配置を要求！　公務員の賃金制度は少し複雑

に見えますが、基本的には「職
務に応じた労働の対価」である
ことに変わりはありません。
　組合では、若手からベテラン
まで、それぞれの世代の生活実
態を踏まえた賃金になるよう、
見直しや改善を求める活動を続
けています。

世代のニーズに応じた
賃金制度の改善

　仕事の事故や体調不良、ハラスメントなどを
未然に防ぐため、職場ごとに労働安全衛生に関
わる委員会を設置し、使用者側と組合側から委
員を出して協議や職場巡視を行っています。

安心して働ける安全衛生と健康管理

個人ではなかなか言えない
職場の不満や要望を、組合を通じて
「みんなの声」として届けることが
できます。アンケートや聞き取りで
現場の実態を把握し、当局に対し改
善の提案などを行っています。

意見・要求意見・要求

組合からの正式な要求に対し当局
は、交渉に応じて答える義務があり
ます。これは法律で決められてお
り、組合があるからこそ実現できる
仕組みです。職場の課題について
話し合う場をつくっています。

交渉・協議交渉・協議

全ての要求がすぐに実現するわけ
ではありませんが、地道な取り組み
の積み重ねで、実現することも多く
あります。必要性を当局と共有し、
合意に至れば、職場環境や制度が
より良い方向に変わります。

合意・実現合意・実現

　時間外勤務（残業）をせずに
業務を終えられるのが理想です
が、実際には多くの職場で時間
内に業務が終わらない状況があ
ります。このような長時間労働
が健康を損なう原因にもなるた
め、組合では当局に対して労働
時間の把握や、時間外勤務の上
限規制を守るよう求めるなどの
取り組みを進めています。

健康を脅かす長時間労
働をなくすために

働きやすい
職場づくりに
取り組んでいます

2021年採用

政）政策企画部政策調整課
（ユース部 副部長）

鈴木 香菜 さん

組合活動を通じてたくさんの
仲間ができ、仕事でも私生活
でも支えになっています。困
ったことがあればいつでも組
合を頼ってください！

働く中での疑問や不安を、組合はしっかりと
受け止めてくれます。賃金の引き上げや休暇
制度の拡充なども、現場の声を集めて取り組
み、改善を勝ち取っています。いつでも相談
できる場として、組合を活用してください。

組合のレクリエーションな
どに参加することで、たく
さんの仲間ができました。
仲間とのつながりを築くこ
とは、日々の生活をより豊
かにしてくれます。

先輩からの

 歓迎歓迎メッセージ

ここは押さえておきたい！

大 切 な 役 割

組 合 の 一番に

お手頃な掛金の「じちろう共済」 で「もしも」への備えを！

団体生命共済 必要な幅広い保障をこれ一つでカバー

★その他、５大成人病による入院の上乗せ保障や手術共済金、診断書料補助なども

600万円 3,000円
日
額 60万円がん １回の

限度額1,000万円
（上皮内がん６万円）

死 亡
重度障がいの

場合も

入 院
日帰り入院から

保障

1,500円
日
額

通　院
さまざまな
通院に対応

がん診断
がん治療を

サポート

先進医療
高額な先進医療

にも対応

主
な
保
障
内
容

月々の掛金例
【～35歳 組合員本人】

（2025年８月から2026年７月まで）

1,718円男性 1,814円女性

2024年度
割戻率実績

 約20.1％

　　「割り戻し金」も大きな魅力 !  年度ごとの決算で
　　余剰金が出た場合、共済加入者に「割り戻し金」
　として支払われます。

ポイント

※予定利率は将来変更することがありますので、金額例表は将来の支払額を約束するものではありません。
※在職中の積立期間（共済期間）が５年未満のとき（月払いの場合）、解約返戻金が掛金累計額を下回ります。

団体生命共済に加入すると追加で

長期共済は、積
み立てタイプの
共済です。少額
からでも長く続
けることで、積
立効果が高まる
仕組みになって
います。

積立年数 掛金累計額 解約返戻金 返戻率
５年    180,000 円    180,700 円 100.4％
10 年    360,000 円    372,000 円 103.3％
20 年    720,000 円    789,100 円 109.6％
30 年 1,080,000 円 1,256,700 円 116.4％
40 年 1,440,000 円 1,781,000 円 123.7％

１口 3,000円から加入できます長期共済

ＵＰ！

●将来の年金のため在職中に
掛金を積み立てる制度です。

早く始めた方がおトク！

ポイント

じちろう共済のマスコット
幸せを呼ぶ「風のハッピ」

お問い合わせ・パンフレットのご請求は
札幌市労連共済センターへ

　札幌市中央区北1条西2丁目 市役所14階（南東側）
　電話 011-211-3359

　労働組合では、賃金や労働条件の改善をはじめ、さまざまな取り組みを行っていますが、病気やけが、災害
などの不慮の出来事で困っている仲間をしっかり支える制度を整えることも、大切な役割と考えています。
　今回ご紹介する「じちろう共済」は、営利を目的としない共済制度で、必要な保障をお手頃な掛金で確保す
ることができます。ここでは、35歳以下の掛金が引き下げられ、より利用しやすくなった「団体生命共済」と、
積立タイプの「長期共済」をご紹介します。

組 合 の員 く ら し を 支 え る 取 り 組 み

2023年採用

財）中央市税事務所納税課
（ユース部 副部長）

平  徹也 さん

2023年採用

財）東部市税事務所固定資産税課
（ユース部 副部長）

佐藤 功武 さん

保障提供元：こくみん共済 coop
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交
渉
の
冒
頭
、
太
田
委
員
長
が

市
長
宛
て
の
要
求
書
を
保
木
職
員

部
長
に
手
渡
し
、「
適
正
な
職
員
配

置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
職
場
が
依

然
と
し
て
多
く
、
時
間
外
勤
務
の

上
限
時
間
や
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
て
働
く
職
員
も
散
見
さ
れ
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
休
務
・
休
職

者
が
い
る
職
場
へ
の
超
過
配
置
措

置
が
不
十
分
な
ば
か
り
か
、
欠

員
も
埋
ま
っ
て
い
な
い
職
場
も
あ

る
」
と
指
摘
。
各
職
場
が
必
要
と

す
る
適
切
な
職
員
数
の
確
保
を
強

く
迫
っ
た
。

　
要
求
内
容
の
具
体
的
な
説
明
は

斎
藤
書
記
長
が
行
い
、
来
年
度
の

採
用
数
に
つ
い
て
「
今
年
度
の
採

用
数
は
、
精
力
的
な
事
務
レ
ベ
ル

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
当
初
の
予

　
続
い
て
、
林
社
会
保
障
部
長
が

社
会
福
祉
と
保
健
衛
生
領
域
の
要

求
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
、
東

ユ
ー
ス
部
長
は
若
年
層
に
係
る
要

求
の
補
足
説
明
を
行
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
発
言
要
旨
は
次
の
通
り
。

 【
林
社
会
保
障
部
長
】

　
本
市
の
保
健
師
数
は
、
政
令
指

定
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
水
準

で
あ
り
、
業
務
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
区
保
健
福
祉
部
の
体

制
強
化
に
は
、
保
健
師
の
確
保
が

必
要
だ
。
児
童
相
談
所
で
は
総
務

部
門
を
含
め
、
人
員
不
足
の
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
が
必
要

と
す
る
人
員
確
保
を
求
め
る
。

　
社
会
福
祉
と
保
健
衛
生
領
域
の

定
数
か
ら
上
積
み
さ
れ
４
７
０
人

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
年
度
当
初

か
ら
欠
員
が
生
じ
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
採
用
人
数

を
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
超
過
勤
務
を
必
要
と
せ
ず
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

で
き
る
、
業
務
に
見
合
っ
た
人
員

の
確
保
が
必
要
だ
」と
強
調
し
た
。

事　　　務 391
　（内数）福祉コース （30）
土　　　木 65
造　　　園 10
建　　　築 13
電　　　気 24
機　　　械 14
衛　　　生 18
保健師・看護師 41
保　育　士 64
栄　養　士 12
セラピスト・心理職 11
作業療法士（OT） 3
理学療法士（PT） 4
言語聴覚士（ST） 1
歯科衛生士 3
動物専門員 2
栄養教諭 12

合　　　計 688

職種別要求数の内訳

保木職員部長（右手前）に2026年度の職員採用枠拡大に関する要求書を
手渡す太田委員長＝４月18日、本庁14階１号会議室

４月・５月は組合加入強化月間４月・５月は組合加入強化月間

ようこそ！市職連へ

職
場
で
は
、
い
つ
事
故
が
起
き
て

も
不
思
議
で
は
な
い
と
の
声
も
あ

る
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
現

場
が
必
要
と
す
る
人
員
の
確
保
が

急
務
だ
。

 【
東
ユ
ー
ス
部
長
】

　
若
手
職
員
の
離
職
が
相
次
い
で

い
る
。
自
己
都
合
退
職
者
の
多
く

が
30
代
以
下
の
職
員
で
あ
る
現
状

は
、
組
織
力
低
下
に
直
結
す
る
危

機
だ
。
ユ
ー
ス
部
独
自
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
「
退
職
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
す
る
割
合
は
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
札
幌
市

行
政
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
る
若

年
層
が
健
康
的
に
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
採
用
枠
拡
大
を
求
め
る
。

要求趣旨を説明す
る斎藤書記長

市  職
　

市
職
は
４
月
18
日
に
職
員
部
と
交
渉
を
行
い
、「
２
０
２
６
年
度 

職
員
の
採
用
枠
拡
大
に
つ
い
て
の
要
求
書
」
を
提
出
し
て
要
求
内
容
の

趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
要
求
数
は
各
職
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
基
に
職
種
ご
と
の
必
要
人
員
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
合
計
で
６
８
８
人

に
上
る
。
交
渉
で
保
木
職
員
部
長
は
、
退
職
者
数
の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
た
人
員
確
保
や
病
気
休
職
者
に
係
る
代
替
措
置
を
は
じ
め
、
恒
常

的
時
間
外
勤
務
の
解
消
に
向
け
た
対
応
な
ど
、
市
職
か
ら
の
要
求
は
い
ず
れ
も
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。
市
職
は
、
有
為
な
人
材
を
確
保

し
な
け
れ
ば
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
す
ら
困
難
に
な
る
と
し
て
、
具
体
的
な
採
用
数
の
拡
大
を
求
め
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。

自治労の

政策要求を

実現しよう！

とともに

自治労は、第 27 回参議院選挙の
全国比例区に「岸まきこ」現参議
院議員の擁立を決定しました。

岸まきこ
参議院議員
（自治労組織内議員）

「きしまきちゃんねる」では、
岸まきこ参議院議員のマイブー
ムなどをショート動画で紹介し
ているほか、国会活動なども報
告しています。右の２次元コー
ドからアクセスできます。

こちら

来
年
度
　
人
の
採
用
を
要
求

688688

現
場
が
必
要
と
す
る
職
員
数
の
確
保
を

●業務増や新規事業に見合った必要な人員を確保すること。
●恒常的時間外勤務を解消するため、必要な人員を確保すること。
●早期退職・暫定再任用対象者などの動向を早期に見極め、採用　
　数に反映すること。
●新規採用者数については、直近の辞退者数の傾向を踏まえ、十
　分な人数を採用すること。また、採用辞退者を減らす取り組み
　をさらに強化すること。
●年度途中の普通退職や病休・育休等による欠員については、直　
　ちに正職員で補充できるよう、あらかじめ必要な人員を確保す　
　ること。
●若年層をはじめとする退職者数が増加傾向にあることから、直
　近の退職者数の傾向を特に踏まえ、十分な人数を確保すること。
●部分休業、育児短時間勤務、介護休暇等に対応するため、超過
　配置を行うこと。また、必要な人員をあらかじめ確保すること。
●配置基準職種については、現行の配置を最下限として、必要な　
　人員を確保するとともに基準の改善を図ること。
●福祉コースの採用数を増やすこと。また、セラピスト、作業療　
　法士、理学療法士、言語聴覚士の採用試験を継続的に実施し、　
　採用数を増やすこと。
●保健師、保育士の採用数を増やすこと。
●「障がいのある方を対象とした選考」による採用数を増やすこと。
●高校卒・短大卒の採用比率および採用数を増やすこと。
●職種ごとの職員採用計画を明らかにすること。
●現在の本市職員全体の世代構成を考慮し、職種なども含め将来　
　的な年齢構成を踏まえた計画的な採用を行うこと。
●採用にあたり、多様な資質を持った有為な人材を確保すること。
●恒常的・長期的に任用される会計年度任用職員については、正
　職員化を図ること。

採用枠拡大についての要求項目

　
「
公
務
員
人
気
、
今
は
昔
」

と
い
う
新
聞
見
出
し
に
悲
し
み

の
涙
が
チ
ョ
チ
ョ
切
れ
た
。
道

内
の
自
治
体
で
は
内
定
辞
退
者

が
相
次
ぎ
、
帯
広
市
と
函
館
市

で
は
な
ん
と
５
割
に
達
し
た
と

い
う
。
札
幌
市
に
お
い
て
も
３

割
に
上
る
。
紙
面
に
は
待
遇
面

や
地
味
な
印
象
が
敬
遠
さ
れ
て

い
る
と
の
記
載
が
あ
る
▼
昨
今

の
就
職
市
場
は
、
学
生
に
圧
倒

的
に
有
利
な
「
売
り
手
市
場
」

だ
。
民
間
企
業
で
は
、
初
任
給

50
万
円
や
残
業
ゼ
ロ
な
ど
の
魅

力
的
な
条
件
を
掲
げ
、
学
生
の

争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

公
務
員
の「
堅
実
さ
と
安
定
感
」

だ
け
で
勝
負
す
る
の
は
、
現
状

で
は
厳
し
い
▼
そ
ん
な
中
で
も

本
市
を
選
び
、
公
務
員
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
は
市
役
所
組
織
全
体
に
浸
透

さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
組

合
と
し
て
も
「
札
幌
市
を
選
ん

で
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら
に
頑

張
ら
な
い
と
▼
配
属
か
ら
ま
だ

１
カ
月
。
不
安
や
緊
張
の
日
々

が
続
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
仕
事
に
職
場

環
境
に
馴
染
ん
で
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
時
は
上
司
や
先
輩
た
ち

が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努
力
を

支
え
る
た
め
に
、
組
合
は
皆
さ

ん
の
味
方
で
あ
り
続
け
ま
す
。
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市職連が加盟している上部組織

私たちの組合

組織の全体像をご紹介します。組織の全体像をご紹介します。

ししょくれんししょくれん

の

　札幌市の一般行政部局
で働く事務職員・技術職
員・会計年度任用職員が
加入する組合です。1946
年に結成され、今年で80
年目を迎えます。

●市職とは・・・
　札幌市が出資する財団
法人などで、市民生活を
支える公共サービスに従
事する職員の組合です。

●公サ労とは・・・
　市職と公サ労を束ねる
連合組織が市職連です。
2002年に結成され、今年
で24年目を迎えます。

●市職連とは・・・

連職市幌札

自治労
札幌市役所
職員組合市職

ししょく

自治労さっぽろ
公共サービス
労働組合公サ労

こうさろう

●市民文化局●スポーツ局 ●経済
観光局●教育委員会 ●監査事務局

文教支部

●まちづくり政策局
●都市局

都市政策支部

●市立小中学校の栄養教諭・栄養士
●教育委員会学校給食課所属の栄養
教諭・栄養士

学校栄養士支部

●東京事務所
●職員組合書記局

直属支部　

●札幌市の会計年度任用職員
会計年度任用職員支部

●建設局
●下水道河川局

建設下水道支部

●北区役所●北区土木センター●ち
あふる・きた●新琴似保育園●新川
保育園●北清掃事務所●新琴似図書
館

北区支部

●中央区役所●中央区土木センター
●保健所●精神保健福祉センター●
視聴覚障がい者情報センター●ちあ
ふる・ちゅうおう●児童福祉総合セン
ター●子）子育て支援課療育指導係
●円山動物園●中央図書館●図書・
情報館●埋蔵文化財センター●公文
書館

中央区支部

●東区役所●東区土木センター●ち
あふる・ひがし●みかほ保育園●東
清掃事務所●処理場管理事務所●元
町図書館

東区支部

●白石区役所●白石区土木センター
●衛生研究所●ちあふる・しろいし
●青葉保育園●菊水乳児保育園●東
札幌保育園●東白石保育園●白石清
掃事務所●白石清掃工場●東札幌図
書館●えほん図書館

白石区支部

●厚別区役所●厚別区土木センター
●ちあふる・あつべつ●厚別図書館

厚別区支部

●豊平区役所●豊平区土木センター
●ちあふる・とよひら●美園保育園
●子ども発達支援総合センター●西
岡図書館

豊平区支部

●財政局税政部●中央市税事務所●
北部市税事務所●東部市税事務所●
南部市税事務所●西部市税事務所

税務支部

●会計室●危機管理局●総務局※●
デジタル戦略推進局●財政局財（財
政部・管財部）●保健福祉局※●子
ども未来局※●環境局※●選挙管理
委員会●人事委員会 ●議会事務局
※＝外郭職場を除く

本庁支部

●清田区役所●清田区土木センター
●認定こども園にじいろ●清田図書
館●里塚斎場

清田区支部

●西区役所●西区土木センター●ち
あふる・にし●山の手保育園●障が
い者更生相談所●動物愛護管理セン
ター●中央卸売市場●西清掃事務所
●発寒清掃工場●山の手図書館●北
翔支援学校

西区支部

●南区役所●南区土木センター●ち
あふる・みなみ●中央清掃事務所●
豊平・南清掃事務所●駒岡清掃工場
●澄川図書館●豊成支援学校

南区支部

●手稲区役所●手稲区土木センター
●ちあふる・ていね●曙図書館

手稲区支部

●社会福祉法人札幌市社会福祉協議
会／区社会福祉協議会、ヘルパーセ
ンター、相談センター、調査センタ
ー、地域包括支援センター、区老人
福祉センター、長生園など

社会福祉協議会支部

●一般財団法人札幌市スポーツ協会
／区体育館、温水プール、中島体育
センター、円山総合運動場、健康づ
くりセンター、つどーむ、どうぎん
カーリングスタジアムなど

スポーツ協会支部

●一般財団法人札幌市職員福利厚生
会●札幌市共済組合●公益社団法人
札幌聴覚者協会の専従手話通訳者●
一般財団法人札幌市住宅管理公社●

（株）フクリ企画サービス●札幌集
団給食事業協同組合・協同組合を構
成する企業

合同支部　

●公益財団法人さっぽろ青少年女性
活動協会／児童会館・ミニ児童会館、
若者活動センター、エルプラザ公共
４施設、こども劇場、青少年山の家、
定山渓自然の村など

青少年女性活動協会支部

　　自治労札幌市役所職員組
合連

合会
（市

職連
）　

◎各区の保健センターは区役所に含みます。
◎ちあふる＝区保育・子育て支援センター
の愛称です。

　市職連は、市職と公サ労で構成しており、大きな団結のもと、賃
金・労働条件の改善をはじめ、働きやすい職場環境の整備、市民サ
ービスの向上といった共通の目標に向けて取り組んでいます。
　ここでは、市職連の全体像、市職・公サ労の組合員が働く職場を
支部ごとに紹介します。

　札幌市職員等が職域別に組織する７つ
の単位組合（単組）による連合体。市職
員等全体の賃金・労働条件に関する課題
について市当局と交渉し、組合員の生活
と権利を守る取り組みを進めています。

●市労連とは・・・
　全国の地方公共団体（市町村・都道府
県）職員と、関連する公共サービスに従
事する労働者を組織する産業別労働組合
です。全国2,539単組、約71万人の組合
員(2024年11月時点)が加入しています。

●自治労とは・・・

札
幌
市
労
働
組
合
連
合
会

市
労
連

私たちの組合です

現業職員の組合です

市立小中学校の
事務職員の組合です

市立高校の教員と
事務職員の組合です

病院局職員の
組合です

交通局職員の
組合です

水道局職員の
組合です

札幌市役所労働組合
札幌市役所職員組合連合会

市立札幌病院職員労働組合
札幌市交通労働組合
札幌水道労働組合
札幌市学校事務労働組合
札幌市立高等学校教職員組合

中央本部

札幌地方本部 石狩・後志管内の単位組合で構成しています。
全道に５つの地方本部があります。

道央地方本部 道南地方本部 ・・・・・・

札幌市役所職員組合連合会 それぞれの組合を単位組合
＝単組（たんそ）といいます

○○市職員労働組合 ○○町役場職員組合 ・・・・・・
○○共済組合労働組合 ○○事業団労働組合 ・・・・

北海道本部 全道の市町村や道庁、公共サービスの労働組合で
構成します。全国に47都道府県本部があります。

○○県本部 ○○府本部 ・・・・・・

全日本自治団体労働組合
自治労

ユース部
（30歳以下の組合員）
評議会・協議会

（各職場、職種ごと）

補
助
組
織

北区支部書記長
の梅川です。職
場は保健福祉課
です。所属先で
は言いにくい困
りごとや相談な
ど、気軽にお声
がけください。

労働組合の役割な
どをお知らせする
チラシです。私た
ちの職場で配付し
ています！

住宅管理公社部会で事務局長を
務めています原田です。安心し
て働き続けられる職場をともに
つくっていきましょう！
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